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故岩 崎 彦 爾 太 様 を想 ま

H.Icカ ップ を賜 わ っ た岩 崎 彦 爾 太 様 が 去 る 9月 8圏 夕 刻 突 如 亡 くな られ た

との 知 らせ を受 け ま し た 時 は全 く大 き な 驚 き で あ り ま し た。 予 て御 静 養 中 で は

あ り ま した が 経 過 は御 良 好 の よ う に信 じて 居 },ま し た の で一 時 は呆 然 と い た し

ま し た 。 御 逝 去 |ま 実 |二 HoI.カ ンプ戦 の 支 柱 を失 っ た こ と であ |'同 好 会 員 一 同

培 然 と い た した の も無 理 か ら ぬ ニ ヒて あ ′
'ま

す こ

顧 オしば H.I.力 /プ は遠 く大 正 11年 彦 :爾 太 様 か ロ ン ドン御 外 遊 の制 御 寄 贈 下

さ つ た H.I.ロ ン ドン カ /プ に 由 来 を発 し以 来 東 西 対 抗 戦 、110オ トー ナ メ ン ト

と共 に オ ー ル 三 菱 の 庭 球 行 事 の 核 と して 現 在 ま で連 綿 と して 続 き三 菱 庭 球 王 国

の 名 を社 の 内 外 に 喧 伝 せ ら る る の 因 とな |)ま し た 。こ れ 偏 え に彦 爾 太 様 の 庭 球

に 対 す る深 い御 理 解 が あ っ た れ は こ そ で あ り ま す 。 本 年 度 の H.I.カ ップ戦 も

旬 日の 後 に迫 りせ め て そ の 結 果 を御 報 告 で き た ら と誠 に悔 ま れ て な ら な い の で

あ ります 。

然 し生 前 彦 爾 太 様 が仰 せ られ た三 菱 関 係 各 社 の 同 好 の 士 が 集 い親 し さ を深 め

つ ゝ技 を競 う こ と は最 も望 し くH.I.カ ップ の 隆 盛 は 自分 に とっ て最 大 の 喜 び

で こ の 力 強 い流 れ が 三 菱 の 中 に 永 遠 に す こ や か に 発 展 す る こ とを 念 願 す る との

御 主 旨 を後 に 続 く我 々 が 良 く口歯み しめ て HoI。 カ ソプ戦 が年 々 歳 々念 盛 大 に末

永 〈行 わ れ る こ と を誓 い御 好 意 の 万 分 の 一 で もお 酉州い し た い と思 う もの で あ り

ます 。 ど うか 在 天 の 御 霊 安 ら か に 国民 り給 わ ら ん こ と を祈 り奉 り ます 。

日召春目42書理0月

三 菱 庭 球 同 好 会 々 長  野 村 義 門



大 会 次 第 (10月 15日 )

1。 開  会  式 (三菱 銀 行 武 蔵 野 コ ー ト)・ … … … ‥… ……

日寺 亥リ

(8。 00 )

(1)`襄  ノ雀>

(2)ま実 」拶

(3)優 勝 盃

(4)ま実 在拶

(5)諸 注 意

加 藤 副 委 員 長

優 勝 旗 返 還  河 野 副 委 員 長

山岸 審 判長

試 合 委 員

2。 試 合 開 始 (使用 コ ー ト時 間 割 別 表 参 照 )・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・°
(8.30 )

・・・・・・・・・°・・・・・・・・ (16.00)

°・・・・・・・・・・・・・°・・・ (16.00)

3.試 合 終 了 …・

4。 閉  会  式 (三菱 銀 行 武 蔵 野 コ ー ト)・ … … ‥…… …

(1):集  ノ雀>

(2)優勝盃  優勝旗並 びに賞 品授与

拶
　
拶
　
会

挨
　
挨
　
閉

河 野 大 会 委 員 長

河 野 大 会 委 員 長

岩 崎 隆 爾 様

5.言己念 撮 影 (三 菱 銀 行 武 蔵 野 コ ー ト)・ … … (16.15)

親  会 (三菱 重 工 業 新 館 地 下 食 堂 )・ … … … …… …… … … ・・・°
(18.00)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

河 野 大 会 委 員長 挨 拶  乾 杯

岩 崎 隆 爾 様 挨 拶

野 村 同好 会 会 長 挨 拶

H.I.盃優 勝 者 挨 拶

百 十 オ 優 勝 者 挨 拶

女 子 優 勝 者 挨 拶

最 高 年 令 出場 者 挨 拶

長 老挨 拶

各 地 区代 表挨 拶  関 東 、 中京 、 関 西 、 九州 他 有 志

万 オ 三 唱 (長 老 )

°・・°
(20。 00)i:;」 F「〕   1会「… …… …

以  上



長

長中員

［貝

役
　
　
　
委

欄
　
　
委

副

婆議亀

種ヨ  判   f桑

嘉り 奪彗・ 半lj 壼甦

準 備 委 員 長

副 準 備 委 員 長

}司 好 会 会 長

H I。 盃 委 員

辮 理 。:.盃地 区 委 員

関 東 地 区

関 西 地 区

中 京 地 区

九 州 地 区

(順序 不 同 ,敬 称 略 )

(三 菱 重 工 業 )

(三 菱 銀 行 )

(三菱 金 属 鉱 業 )

(三 菱 重 工 業 )

(三 菱 商 事 )

(三 菱 重 工 業 )

(三 菱 重 工 業 )

(三 菱 重 工 業 )

(三 菱 重 工 業 )

三二 参菱 金艮 イ予 )

三 菱 fヒ F友 工 業 |

_三_―菱: 
′
竜 不畿

三 菱 全 罵 i=業

三 菱 商 事

三 菱 重 工 業

時 国 益 夫

篠 島 秀 雄

清 水 喜 二 郎

小 山 荘 之 助

清 田 政 通  (
古 宇 田 忠 (

丹 治 道 生  (
田 中 圭 司  (

(三 菱 銀 行 )

(三 菱 電 機 )

(三菱 プ レ シ ジ ョ ン )

(三 菱 信 託 )

(三 菱 地 所 )

(三 菱 石 油 )

(三 菱 製 紙 )

(三 菱 セ メ ン ト)

(三 菱 製 鋼 )

(三 菱 商 事 )

(三 菱 金 属 鉱 業 )

(三 菱 レ ィ ノ ル ズ )

(三ニ  ラ彗   7由   化 )

(三 菱 モ ン サ ン ト)

(三 菱 江 戸 川 化 学 )

(三  菱  樹  月旨)

(日  本こ  垂lζ  舟合)

(東 京 海 上 火 災 )

(明  治  生  命 )
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三 菱 重 工 業

I霧 雇爾 闘

田  実   渉

大 久 保 謙

千 頭  日英 臣

渡 辺 武 次 郎

藤 岡 信 吾

白 石   稔

山 中 正 夫

中 島 正 樹
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雲 筆 麦 酒 )

三 菱 化 成 工 業 )

三 菱 レ イ ヨ ン )

三 菱 ボ ン ネ ル )

三 菱 ア セ テ ー ト)

担   石肖  ―子 )

三 菱 化 ェ 機 )

三 菱 倉 庫 )

三 菱 鉱 業 )

金 商 又 ― )

三 菱 原 子 力 工 業 )

千 代 田 化 工 建 設 )

三菱 テー・アール・ダブリユ)

|三 菱 経 済 研 究 所 )

1日  本  プ色 学 )

(大 日 日 本 電 線 )

(三 菱 自 動 車 販 売 )

(キ ヤ タ ピ ラ ー 三 菱 )
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福 本 恵 志 郎

諸 戸 鉄 男
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(明 治 生 命 保 険 )
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(順不 同 ,敬 称 略 )

益 田  雄

卒申 国 毎篭糸己

中 島 幹 男

灰 谷  昂

柴 田 正 己

向 井 篤 ―

池 田  宏

橋 本  功

本 庄 宗 雄

志 村 愛 助

三 好 道 矢

小 峯 芳 平

広 部 威 紘

青 木  久

清 水 敏 夫

イ左 イ白 日青 萄女

冨 村 市 三
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深 井 ,浜 野

大 沢

大 日方

桐 曲

平 岡 ,建 部 ,中 鳴

赤 ば ら特 大

白 ば ら大

白 ば ら 中

ピ ン ク ば ら大

ピ ン ク ば ら中

赤 ば ら小

白 ば ら 中

黄 ば ら大

(三 菱 石 油 )

(三 菱 テーーア ー ル・ダ ブ リュ )

(千 代 闘 化 工 建 設 )

(三 菱 プ レ シ ジ ョ ン )

(日 本 光 学 ェ 業 )

(キ ヤ タ ピ ラ ー 三 菱 )

(大 目 日 本 電 線 )
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(銀行 )

(金属 )
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東

三 菱 銀 行

三 菱 商 事
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日召禾n451卜燿電

H上 盃 選 手 権 試 合・ 全 三 菱 庭 球 大 会 開 催 要 領

大会担当会社

三 菱 重 工 業 株 式 会 社

t

開  催  地

〔使用コート〕

三 菱 銀 行

武蔵野 コー ト

三 菱 商 事

清 瀬 コ ー ト

三 菱 金 属 鉱 業

吉祥寺 コー ト

準 備 委 員 長

副準 備 委 員 長

同 好 会 会 長

審  判  長

副 審 判 長

H.I.盃 委 員

同

同

同

同

同

同

同

東   京

〔所在地および電話番号〕

東京都保谷市檎沢 4-4-40

田無局 (0424)61-0770

東京都北多寧覆清濠町■丘 1-17-26

田無局 (0424′)92-0021

東京都武蔵野市吉祥寺南町 3-4-2

武蔵野三鷹局 (0422)43-2244

員
　
長
　
長

役

　

　

員

員

　

　

同

同

同

会

　

　

委

大

委

副

田

島

尾

尾

辺

岡

田

村

井

中

浦

木

賀

倉

田

西

高

田

牧

小

寺

西

渡

広

島

中

石

田

杉

青

志

小

高

中

国

清

〔1瞑序不同,敬称略〕

興一郎 (三菱重工業 取締役社長 )

立 平  (三菱銀行 常務取締役 )

一 郎 (三菱商事 取締役副社長 )

橙 二  (三菱金属鉱業 常務取締役 )

聖 二  (三菱重工業 取締役副社長 )

イ申 次 (三菱重工業 常務取締役 )

秀 夫  (三菱重工業 総務部長 )

基 孝  (三菱商事 専務取締役 )

小一郎 (丸の内駐車場 常務取締役 )

圭 司 (三菱重工業 建設機械事業部長 )

重 敏  (三菱銀行 池袋支店長 )

徹 雄  (三菱銀行 三崎町支店次長 )

正 治  (三菱化成工業 常務取締役 )

弘 毅  (三菱電機 施設事業部副事業部長 )

竹 雄  (三菱金属鉱業 取締役海外業務部長 )

保 雄  (日 本郵船 東京副支店長 )

健 郎 (三菱商事 資材部窯業課 )

政 通  (三菱重工 三多ζラ販売 取締役社長 )

L
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H.I.至 t玉委員

■L  末ヽ  ア■  ―≧L

■   ｀
三  主

3 下 `奎  日 時

日

第  2 日

4.試 合 方 法

(1)H.I.盃 選手権試合

(三菱重工業 建設接罐事業部長 う

三菱重工業 ・==造千所篭務部長 )

(三菱重工業 名古重領生機製作所第二技術部長 )

(三菱化成工業 黒崎工場合成部長 )

司

正

弘

郎

圭

博

　

　

四

中

久

　

　

原

田

知

寛

礫

第 昭和 45年 10月 17日 (土 )

H.I.盃第 1回 戦

百十才 トーナメン ト102回 戦

女子ダブルス 1回戦

昭利 45年 10月 18日 (日 )

H.I。盃準決勝 。決勝戦

1 3.00～

於 :三菱銀行武蔵野 コー ト

8.00～

於 :三菱銀行武蔵野コー ト

三菱商事清瀬コー ト

三菱金属鉱業吉祥寺コー ト

|

百十才 トーナメン ト準々・準・決勝戦

女子 ダブルス決勝 。3位決定戦

東西対抗試合

… … …。… ,… … … …… … …・ 3セ ツ トマ ツチ

関東地区選出の 3名,関西地区選出の 2名,中京地区,九州地区選出の各 l名に前年度

の優勝者を加えた計 8名 による トーナメント

百十才 トーーナメント ・…………………‐………° 1セ ツトマツチ

(た だし, 7ゲームオールの場合は,シ ヨー トゲームとします )

大会当日,満 50才以上の 2人 1組の年令合計が百十才以上の方々による トーナメイト

(3)東西対抗試合 …… … … …  3セ ツ トマ ツチ

関東・関西各 70組 による対抗戦

(た だし,中 京・中国 。九州地区は関西組 とします )

(4)女子 ダブルス .………………………o中 ――●…03セ ツ トマノ千

関東 0関西・中京 。九州地区選出の各 l組計 4組に よるトーナメント

(5)特 男|」 試 合

H.I.盃 選手権試合出場選手 によるダブルスなつびに大先輩によるタブルス試合

(6)使 用 ボ ー ル

ス ラゼンジヤーを使用します
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日  時 :昭和 45年 10月 18日 (日 )   18.OO～ 20,90

場  所 l三菱重工業輸新館地下食堂……・晴雨にかかわ らず挙行 します

嘔所在地〕              〔電話番号〕

東京都千代田区丸の内2-5-1  東京 (03)212-1787

は)こ の番号による通話|ま 10月 18

・                 日(日 )17.00～ 2000に か

ざり通話可能の架設電話につ きあ

りかじめご了承下さい。

6.そ  ¢  他

(1)関 西・中京 。中国 。九州各地 区から参方Ξ頂 方々(百十才 トーナメント出場選手を含む )の乗

車券・宿舎等については,お手数 なtiら 各 =所 電会社若 しくは各 自にてお手配願棒ます。

(2)各 社世話役へのお願い … 。̈ 百+7,一 ナメント102回戦に出場の選手には 10月 17日

(土 )13時 甕でに銀行 コー トヘ こ参異て さをようご連絡下 さい。
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